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一
、
名
古
屋
福
泉
寺
勧
化
帳

　

名
古
屋
三
十
三
ヵ
所
順
礼
観
音
の
第
六
番
の
札
所
で
あ
る
福
泉
寺
（
中
区

錦
）
の
勧
化
帳
で
あ
る
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
七
月
に
、
住
持
の
体

真
が
百
八
の
燈
明
供
養
の
た
め
の
万
人
講
に
施
入
を
願
っ
た
も
の
で
あ

る
。

二
、
萬
人
講
興
立
旨
趣

　

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
二
月
、
照
遠
寺
（
東
区
東
桜
）
の
日
純
が
来
る

明
和
八
年
の
日
蓮
五
百
回
忌
に
備
え
、
五
年
間
搆
銭
を
集
め
て
大
法
会
を

勤
修
す
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
御
堂
再
建
志

　

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
三
月
に
、
聖
徳
寺
（
現
在
、
天
白
区
八
事
山
）

の
釈
顕
正
が
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
四
月
六
日
夜
の
出
火
に
よ
っ
て
焼

失
し
た
本
堂
の
再
建
を
願
っ
た
勧
化
帳
。

四
、
辨
才
尊
天
略
縁
記

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
正
月
に
円
通
寺
（
熱
田
区
神
宮
）
の
執
事
が
記

し
た
も
の
で
、
円
通
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
辨
才
天
は
、
弘
法
大
師
が
京

都
の
東
寺
で
彫
刻
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
浄
土
宗
の
僧
に
譲
ら
れ
、
末
流

の
龍
空
上
人
ま
で
五
代
相
承
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
長
年
の
志
願
で
あ
っ
た

辨
才
天
堂
建
立
の
た
め
、
そ
の
寄
附
を
願
う
略
縁
記
で
あ
る
。

五
、
熱
田
誓
願
寺
弥
陀
堂

諸
伽
藍
再
建
勧
化
帳
序

　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
六
月
に
、
誓
願
寺
（
熱
田
区
白
鳥
）
の
弥
陀
堂

と
諸
伽
藍
な
ど
を
再
建
す
る
た
め
の
勧
化
帳
序
文
で
あ
る
。
開
山
日
秀
善

光
尼
上
人
の
略
伝
や
頼
朝
公
誕
生
の
地
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

六
、
尾
陽
四
體
之
霊
像
読
経
祖
師
略
縁
起

　

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
五
月
、
大
曽
根
の
本
覚
寺
（
東
区
徳
川
）
の
日

潤
が
、
奉
安
さ
れ
て
い
る
日
法
聖
人
直
作
の
祖
師
影
像
及
び
自
作
の
尊
像

の
縁
起
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
、
名
古
屋
大
須
北
野
山
真
福
寺
五
重
造
塔
勧
化
牒

　

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
正
月
に
記
さ
れ
た
大
須
観
音
真
福
寺
宝
生
院

（
中
区
大
須
）
の
五
重
塔
を
造
立
す
る
た
め
の
勧
化
牒
序
文
。
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八
、
五
重
大
塔
地
形
納
経
石
経
勧
化
牒

　

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
に
記
さ
れ
た
大
須
観
音
真
福
寺
宝
生
院

（
中
区
大
須
）
の
五
重
塔
の
地
形
中
へ
、
石
に
法
華
経
を
書
写
し
た
石
経

を
納
め
る
こ
と
の
勧
化
牒
の
序
文
。

九
、
放
生
慈
訓

　

寺
院
の
境
内
に
放
生
池
を
構
え
る
こ
と
は
放
生
の
方
便
に
も
な
る
と
し

て
、
魚
鳥
な
ど
の
放
生
の
教
え
を
説
く
。
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に

尾
張
で
刊
行
さ
れ
た
が
、「
蔵
板
」
の
上
に
各
寺
院
名
を
入
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
末
尾
の
絵
か
ら
尾
張
の
勲
章
堂
（
現
在
、
未
詳
）
が

著
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
、
弘
法
大
師
第
十
五
番
札
所
東
界
寺
茶
所
造
立
勧
化
牒

　

東
界
寺
（
東
区
出
来
町
）
に
巡
拝
の
た
め
の
茶
所
を
建
立
す
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
勧
化
牒
で
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
三
月
に
大
師
講
中
よ
り

出
さ
れ
た
。

十
一
、
宗
祖
五
百
五
十
遠
忌
報
恩
講

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
が
日
蓮
の
五
百
五
十
回
忌
に
あ
た
り
、
三
月
八

日
よ
り
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
、
法
花
経
千
部
音
楽
児
大
法
会
を
勤
修
す

る
た
め
、
前
年
の
文
政
三
年
五
月
に
照
遠
寺
（
東
区
東
桜
）
の
日
諦
が
記

し
た
も
の
で
、
経
費
の
予
算
額
や
宝
塔
を
造
立
す
る
願
い
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。

十
二
、
宝
篋
印
塔
化
簿

　

照
運
寺
（
中
区
東
桜
）
の
前
に
、
古
山
慧
周
禅
尼
は
深
く
信
じ
た
宝
篋
印

塔
の
建
立
を
発
願
し
た
が
、
十
方
施
主
の
浄
財
を
募
っ
て
完
成
し
よ
う
と

す
る
勧
化
帳
の
序
文
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
夏
の
末
に
照
運
寺
の
全

牛
が
記
し
た
。

十
三
、
尾
州
東
輪
寺
大
仏
造
立
帳

　

東
輪
寺
（
中
区
松
原
）
に
大
仏
造
立
の
寄
進
を
願
う
も
の
で
、
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
七
月
に
出
さ
れ
た
。

十
四
、
頼
母
子
講
仕
様
帳

　

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
正
月
に
記
さ
れ
た
栄
龍
寺
の
頼
母
子
講
の
仕
様

帳
で
あ
る
。
栄
龍
寺
は
栄
立
寺
（
熱
田
区
神
宮
）
か
と
思
わ
れ
る
が
、
尾

張
の
栄
龍
寺
で
あ
る
か
は
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
尾
張
寺
院
の
木
版
刷
の

略
縁
起
と
と
も
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
尾
張
寺
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

十
五
、
熱
田
神
宮
寺
学
頭
木
津
山
医
王
院
勧
進
牒

　

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
四
月
に
熱
田
神
宮
寺
学
頭
の
木
津
山
医
王
院
よ

り
出
さ
れ
た
勧
進
牒
で
、
尾
張
藩
の
御
祈
願
所
と
な
り
、
殿
堂
造
営
の
た

め
に
浄
財
寄
附
を
願
っ
て
い
る
。

十
六
、
稲
生
村
安
性
寺
頼
母
子
講
小
割
書
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天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
正
月
に
安
性
寺
（
西
区
稲
生
町
）
よ
り
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
檀
家
が
な
い
た
め
寺
の
相
続
が
難
し
い
と
こ
ろ
か
ら
、

祈
祷
檀
家
に
頼
ん
で
頼
母
子
講
を
結
び
、
助
勢
を
願
っ
た
も
の
の
小
割
書

で
あ
る
。

十
七
、
大
随
求
明
王
由
来
記

　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
八
事
山
興
正
寺
（
昭
和
区
八
事
本
町
）
よ
り

印
施
さ
れ
た
大
随
求
明
王
の
功
徳
が
説
か
れ
た
由
来
記
で
あ
る
。
拙
稿

「
名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
」（
五
）
の
「
一
、
永
代

護
摩
供
募
縁
記
」
と
前
半
部
分
が
同
じ
で
あ
る
。



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
60
巻
第
４
号

4

297

一
、
名
古
屋
福
泉
寺
勧
化
帳

尾
州
名
古
屋
三
十
三
所
順
礼
観
音
第
六
番
の
札
所
桑
名
町
慈
雲
山
福
泉

寺
本
尊
千
手
観
音
菩
薩
は
、
慈
覚
大
師
の
御
作
な
り
。
此
宝
前
に
於

て
、
毎
歳
正
五
九
月
十
七
、
十
八
日
、
七
月
十
日
、
永
代
不
易
に
百
八

の
燈
明
を
然

（
マ
マ
）し

供
養
の
秘
軏
を
修
し
、
法
財
二
施
の
法
会
を
荘
厳
せ

む
事
を
願
ふ
と
い
へ
と
も
、
其
料
自
力
に
叶
ひ
か
た
し
。
依
之
有
信
の

檀
縁
を
勧
め
、
戒
名
俗
名
に
よ
ら
す
。
壱
人
分
六
銭
の
万
人
講
衆
を
集

め
、
猶
又
一
二
銭
に
限
ら
す
志
の
施
入
を
受
て
、
其
助
縁
を
以
て
予
が

志
願
を
満
足
せ
ん
と
欲
す
。
抑
燈
明
は
、
六
種
供
具
の
中
に
は
智
恵
の

表
示
に
し
て
、
無
明
の
迷
闇
を
破
し
仏
果
菩
提
を
成
す
る
基
な
り
。
誠

な
る
哉
。
釈
迦
如
来
在
世
の
む
か
し
、
阿
闍
世
主
一
万
の
燈
明
を
然

（
マ
マ
）

し
供
養
し
給
ふ
時
、
壱
人
の
貧
女
此
功
徳
を
感
喜
し
結
縁
せ
ん
と
欲
し

て
、
纔
二
銭
を
得
て
油
を
求
め
一
燈
を
然

（
マ
マ
）し

て
供
養
す
。
夜
已
に
明

て
万
燈
は
消
る
と
い
へ
ど
も
、
貧
女
の
一
燈
赫
㎏
た
り
。
目
連
尊
者
神

力
を
以
滅
す
と
い
へ
と
も
猶
お
よ
は
す
。
光
明
熾
然
と
し
て
三
千
世
界

を
照
せ
り
。
其
時
釈
尊
貧
女
至
誠
心
の
致
す
處
、
万
燈
の
徳
よ
り
一
燈

の
功
勝
れ
た
る
故
に
、
未
来
感
化
の
記
を
授
給
ふ
事
経
文
顕
然
た
り
。

若
示
は
信
心
歓
喜
し
、
多
少
に
限
ら
ず
施
入
し
て
燈
明
会
の
法
式
荘
厳

円
□
せ
し
め
給
は
㎏
、
観
音
妙
智
の
力
三
毒
七
難
の
障
を
滅
し
、
二
世

安
楽
の
望
を
満
せ
ん
事
、
豈
誰
か
是
を
疑
は
し
や
。
右
施
入
講
衆
、
其

姓
名
一
册
に
し
る
し
、
法
会
こ
と
に
宝
前
に
於
て
祈
願
せ
し
め
所
願
成

就
せ
ん
と
云
尓
。

　

元
文
二
巳
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　

住
持
沙
門
體
真
敬
白
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二
、
萬
人
講
興
立
旨
趣

　
　
　

萬
人
講
興
立
旨
趣

夫
惟
祖
師
日
蓮
大
士
の
御
影
を
雕
刻
し
て
堂
舎
に
安
置
し
崇
敬
し
奉
る

事
、
吾
が
宗
の
常
と
す
る
所
な
れ
ど
も
、
就
中
當
寺
の
霊
像
は
高
祖
生

前
の
御
直
作
也
。
中
古
尾
張
国
中
嶋
郡
下
津
村
に
妙
長
と
い
ふ
尼
あ

り
。
或
時
、
一
僧
日
暮
に
来
り
て
宿
を
求
る
に
留
る
人
な
し
。
妙
長
ふ

か
く
い
た
は
り
て
快
く
宿
を
貸
。
此
僧
悦
び
て
妙
長
が
菴
に
泊
る
。
假

初
に
外
面
へ
出
て
ふ
た
ゝ
び
帰
ら
ず
。
怪
し
み
て
尋
れ
ど
も
往
方
を
不

知
。
跡
に
行
脚
の
笈
を
貽
す
。
其
中
に
此
霊
像
を
蔵
。
是
即
蓮
祖
の
御

影
な
れ
は
、
最
前
の
旅
僧
は
祖
師
の
化
現
な
る
べ
し
と
。
妙
長
随
喜
感

嘆
し
て
持
仏
堂
に
移
し
奉
り
、
頓
て
一
宇
を
建
立
し
て
妙
長
寺
と
名
付

く
。
た
ま
〳
〵
火
災
に
遭
時
は
、
御
影
み
づ
か
ら
飛
た
ま
ひ
て
樹
下
に

安
穏
な
り
。
盗
賊
奪
ふ
て
往
け
ば
、
竟
夜
堂
を
遶
り
て
去
事
を
不
得
。

其
外
霊
験
記
す
に
遑
あ
ら
ず
。
諸
人
の
祈
願
を
感
応
ま
し
ま
す
事
、
響

の
声
に
応
ず
る
が
ご
と
し
。
其
後
、
清
須
に
遷
り
名
古
屋
に
転
じ
、
妙

長
を
山
号
と
な
し
て
照
遠
寺
と
称
す
。
さ
れ
ば
世
上
に
神
仏
の
徳
を
も

て
は
や
す
事
一
旦
に
し
て
、
其
賑
ひ
程
な
く
止
ぬ
。
唯
此
尊
像
の
み
春

過
、
夏
闌
秋
暮
冬
来
れ
と
も
、
験
応
あ
ら
た
に
し
て
古
今
間
断
な
し
。

此
故
に
晨
に
は
星
を
い
た
だ
き
、
昏
に
は
晩
鐘
過
る
迄
□
参
詣
の
男
女

踵
を
継
、
風
雨
寒
暑
の
厭
な
く
百
度
千
度
の
祈
願
人
往
来
櫛
の
歯
を
挽

に
似
た
り
。
是
併
願
望
成
就
の
證
な
り
。
御
妙
判
に
曰
、
云
事
後
に
合

へ
ば
こ
そ
人
を
信
ず
れ
、
斯
只
書
置
な
は
こ
そ
未
来
の
人
も
智
あ
り
と

は
知
る
べ
け
れ
。
乃
至
吾
身
軽
け
れ
ど
も
、
法
は
重
け
れ
ば
、
か
な
ら

ず
弘
ま
る
へ
し
。
法
華
経
弘
ま
る
な
ら
は
、
屍
却
て
重
か
る
へ
し
。
屍

重
く
な
る
な
ら
は
、
此
か
ば
ね
に
は
利
生
あ
る
べ
し
。
利
生
あ
る
な
ら
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ば
、
今
の
八
幡
大
菩
薩
と
い
は
る
る
や
う
に
祝
ふ
べ
し
と
云
㎏
。
□
思

ふ
に
、
當
寺
の
尊
像
は
此
御
書
の
お
も
む
き
に
符
合
せ
り
。
宗
門
の

面
㎏
は
い
ふ
に
不
及
、
他
宗
□
法
の
輩
迄
渇
仰
の
首
を
傾
け
て
帰
依
の

誠
を
竭
す
。
然
に
御
兼
作
、
文
永
十
年
癸
酉
の
歳
よ
り
相
伝
り
、
星
霜

や
う
や
く
相
積
り
、
来
る
卯
の
年
に
至
て
既
に
五
百
年
に
お
よ
へ
り
。

竊
に
案
す
る
に
、
我
か
身
を
は
し
め
老
人
の
男
女
は
元
祖
御
入
滅
の
五

百
遠
忌
に
値
遇
せ
ん
事
は
か
り
が
た
し
。
予
幸
に
現
住
た
り
ね
ん
ず
ら

く
、
来
る
卯
の
年
報
恩
の
た
め
大
衆
を
集
め
妙
法
華
経
を
読
誦
し
法
味

に
さ
ゝ
け
ん
事
を
希
ふ
。
雖
尓
元
来
、
貧
匱
に
し
て
自
力
に
叶
か
た

し
。
因
玆
今
度
自
他
篤
信
の
檀
越
を
す
ゝ
め
、
當
戌
の
春
よ
り
寅
の
冬

ま
で
五
箇
年
の
間
、
其
の
搆
中
㎏
㎏
に
搆
銭
を
集
め
、
此
の
積
□
へ
の

助
力
を
も
っ
て
、
来
る
卯
の
春
大
法
会
を
勤
修
せ
ん
事
を
稀
者
也
。
伏

願
は
長
幼
男
女
の
隔
な
く
、
貴
賤
賢
愚
の
差
別
な
く
、
異
躰
同
心
に
志

を
は
げ
み
、
不
背
の
大
願
を
満
せ
し
め
給
へ
と
云
爾
。
南
無
妙
法
蓮
華

経
。

　
　

明
和
三
歳
丙
戌
仲
春
吉
辰

　
　
　
　

妙
長
山
照
遠
寺　
　

現
住
日
純
敬
誌

三
、
御
堂
再
建
志
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御
堂
再
建
志

　
　

聖
徳
寺

　
　
　
　

役
僧

夫
我
寺
は
、
濃
州
大
浦
□
巴
に
、
高
祖
聖
人
基
を
ひ
ら
き
、
御
弟
子
関

善
上
人
に
附
属
し
給
ふ
志
の
至
る
所
、
徳
の
感
ず
る
所
□
燈
明
を
発
て

煥
乎
た
り
。
其
後
慶
長
十
五
年
の
頃
、
城
東
に
寺
地
を
賜
は
る
。
し
か

れ
と
も
真
宗
の
本
意
は
広
く
徒
衆
を
化
す
る
に
あ
り
。
こ
ゝ
を
以
て
、

城
南
の
市
中
に
堂
宇
を
修
造
せ
り
。
そ
の
ゝ
ち
星
霜
を
経
て
、
安
永
己

亥
初
夏
四
月
六
日
の
夜
、
図
ら
ざ
る
に
堂
宇
悉
く
焼
失
し
て
、
十
余
歳

寒
暑
を
経
た
り
。
仏
祖
の
尊
像
仮
家
に
安
置
す
る
も
歎
か
し
く
、
今
度

本
堂
再
建
の
志
あ
れ
と
も
檀
力
薄
く
、
志
願
難
成
就
に
付
、
有
縁
の
方

へ
信
施
の
助
力
こ
ひ
ね
が
ふ
而
巳
。

寛
政
元
年
己
酉
春
三
月

　
　
　

聖
徳
教
寺
現
住
釈
顕
正
謹
募
化

四
、
辨
才
尊
天
略
縁
記
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辨
才
尊
天
略
縁
記

抑
當
山
に
安
置
し
奉
る
辨
才
天
は
、
弘
法
大
師
京
都
東
寺
に
お
ゐ
て
国

家
万
民
の
為
に
五
穀
成
就
の
勅
宣
を
蒙
り
、
辨
天
七
躰
を
彫
刻
し
奉

り
、
七
所
に
安
置
し
て
五
穀
豊
熟
の
祭
り
有
し
所
の
随
一
也
。
然
る
に

大
師
入
滅
の
後
、
御
室
の
御
所
に
移
し
、
代
㎏
法
親
王
持
念
し
給
ふ
處

ゆ
へ
有
て
、
浄
土
宗
の
僧
ヘ
御
譲
り
有
り
け
れ
は
、
其
末
流
の
法
子
龍

空
上
人
と
云
へ
る
法
子
迄
五
代
相
承
し
給
ふ
処
、
彼
の
上
人
或
時
當
寺

の
古
跡
な
る
を
感
し
、
此
境
宜
辨
天
鎮
座
の
霊
地
な
り
迚
贈
ら
れ
け

る
。
誠
に
世
間
に
類
ひ
ま
れ
な
る
尊
像
也
。
仍
て
一
度
結
縁
の
輩
、
男

子
は
智
恵
福
徳
を
得
、
女
人
は
衆
人
愛
敬
安
産
の
護
念
を
蒙
り
、
共
に

現
當
二
世
安
楽
の
好
因
な
ら
ん
と
云
ふ
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熱
田

　

寛
政
三
年
亥
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
事

今
般
、
右
辨
才
天
堂
建
立
し
奉
り
度
、
年
来
の
志
願
に
よ
り
往
古
よ
り

の
縁
記
を
書
抜
、
信
仰
の
人
の
為
に
是
を
弘
む
。
願
所
は
諸
人
志
し
を

募
り
、
冝
敷
御
寄
附
被
成
下
、
右
堂
建
立
成
就
せ
し
め
ん
事
を
祈
る
者

也
。
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五
、
熱
田
誓
願
寺
弥
陀
堂

諸
伽
藍
再
建
勧
化
帳
序

　
　
　
　
　
　
　
　

熱
田

勧
化
帳　
　
　
　
　
　

誓
願
寺

　
　
　

熱
田
誓
願
寺
弥
陀
堂

諸
伽
藍
再
建
勧
化
帳
序

抑
當
寺
開
山
日
秀
善
光
尼
上
人
は
、
當
国
愛
知
郡
小
林
村
の
産
に
し

て
、
父
は
山
田
藤
蔵
と
云
、
當
国
領
主
織
田
備
後
守
信
秀
卿
に
仕
へ
て

小
林
の
郷
に
住
す
後
、
子
孫
泉
州
岸
和
田
を
領
す
。
善
光
尼
十
九
歳
に

し
て
大
信
を
発
し
、
信
州
善
光
寺
へ
詣
ふ
て
如
来
の
宝
前
に
し
て
授
戒

剃
髪
し
、
彼
寺
の
号
を
と
り
て
善
光
と
名
付
、
古
郷
に
帰
り
仏
の
教
に

し
た
か
ひ
て
、
後
世
菩
提
を
い
と
な
み
給
ふ
。
熱
田
大
神
宮
を
信
し
、

参
籠
し
奉
り
あ
る
夜
の
夢
に
、
神
宮
の
西
機
綾
村
の
辺
に
鎌
倉
の
右
大

将
頼
朝
公
誕
生
の
地
有
。
此
勝
地
を
し
め
て
御
堂
を
建
、
ま
た
同
郡
山

崎
の
郷
に
熊
野
の
神
社
あ
り
。
此
宮
の
神
木
の
楠
を
以
て
、
無
量
寿
仏

の
尊
像
を
刻
み
安
置
し
奉
り
、
天
下
国
家
の
安
全
を
祈
り
、
衆
生
成
仏

の
道
を
願
ふ
へ
し
と
神
宮
の
告
あ
り
。
善
光
尼
寄
異
の
思
を
な
し
、
此

夢
の
御
告
を
国
の
大
守
信
秀
卿
に
達
し
け
れ
は
、
則
奉
行
職
に
仰
あ
り

て
、
彼
霊
木
を
給
ひ
ぬ
。
善
光
尼
、
享
禄
二
丑
の
と
し
、
大
仏
師
を
招

き
弥
陀
の
尊
像
を
作
り
奉
る
。
国
主
并
に
十
方
に
告
て
御
堂
を
建
立
し
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仏
像
を
安
置
せ
り
。
善
光
尼
道
心
い
よ
〳
〵
堅
固
に
し
て
、
勤
行
日
に

精
進
す
。
故
に
貴
賤
共
に
善
光
尼
を
仰
き
、
其
徳
四
方
に
聞
ゆ
。
元
亀

元
年
権
右
中
辨
真
政
朝
臣
の
執
奏
に
よ
り
て
、
善
光
尼
上
人
に
任
し
奉

り
、
上
人
徳
行
世
に
尊
く
、
都
鄙
に
其
名
を
み
て
り
。
天
子
風
龍
顔
を

□
□
□
□
代
㎏
の
将
軍
家
に
ま
み
へ
、
九
十
六
の
齢
を
持
ち
、
誠
に
希

有
の
念
仏
の
行
者
な
り
け
り
。
上
人
在
世
の
時
は
、
東
照
神
君
未
御
幼

年
時
な
り
。
事
故
あ
り
て
熱
田
の
郷
士
加
藤
図
書
助
の
家
に
ま
し
〳
〵

し
時
、
信
秀
卿
御
内
意
に
よ
り
、
常
に
御
座
所
近
く
伺
ひ
奉
り
、
御
し

た
し
み
を
蒙
り
信
秀
卿
よ
り
ま
い
ら
せ
□
□
□
品
ど
も
持
参
り
指
上
な

ん
ど
し
三
と
せ
あ
ま
り
、
御
愛
育
し
奉
り
侍
り
ぬ
。
其
後
㎏
の
ゐ
ま
し

所
へ
も
ま
ゐ
の
ほ
り
、
君
の
容
顔
を
伺
ひ
人
と
な
し
給
ひ
て
後
は
、
御

恵
も
深
く
上
人
数
年
の
節
儀
を
御
感
し
思
召
、
熱
田
に
ゐ
ま
し
給
ふ
節

の
御
事
思
召
出
さ
れ
給
ひ
て
、
度
㎏
難
有
き
御
心
は
へ
な
ん
と
も
お
は

し
ま
し
き
、
ま
た
、
永
禄
庚
申
の
と
し
の
頃
か
と
よ
織
田
信
長
の
卿
よ

り
、
神
君
に
御
和
睦
の
御
内
意
あ
り
け
れ
は
、
上
人
あ
つ
か
ひ
ま
ひ
ら

せ
て
其
事
と
し
の
は
せ
給
ひ
け
り
。
都
合
三
十
八
年
程
を
経
た
り
。
二

世
照
山
上
人
も
神
君
御
内
分
の
御
事
な
ん
と
仰
ご
と
蒙
り
に
け
り
。
し

か
あ
れ
ば
萬
の
政
を
き
こ
し
め
し
て
、
朝
日
の
豊
さ
か
の
ぼ
る
ご
と
く

栄
へ
さ
せ
給
へ
は
、
台
徳
院
殿
に
も
御
懇
に
思
召
給
ひ
て
、
い
と
も

〳
〵
有
か
た
き
御
言
葉
を
も
下
し
給
ひ
、
厚
き
御
恵
に
て
御
寄
附
の
も

の
な
ん
と
多
に
下
し
給
ひ
ぬ
。
其
後
、
當
国
御
代
㎏
の
御
君
よ
り
も
、

厚
き
御
恵
も
て
諸
堂
之
修
理
な
ん
ど
せ
さ
せ
給
ひ
、
御
代
㎏
の
将
軍
家

よ
り
も
格
別
之
台
命
あ
り
け
り
。
む
か
し
よ
り
今
に
至
迄
、
當
国
の
君

よ
り
代
㎏
の
住
持
禁
裏
参
内
を
せ
さ
せ
給
ひ
、
龍
顔
を
拝
し
、
公
義
の

御
目
見
な
ん
ど
も
仰
付
あ
り
け
り
。
其
御
恵
の
有
か
た
さ
に
、
常
に
国

家
安
全
、
御
武
運
御
長
久
を
祈
り
奉
る
な
り
。
然
る
に
星
霜
ふ
る
に
随

て
、
弥
陀
堂
を
初
め
諸
伽
藍
至
て
大
破
に
及
ひ
、
尊
像
も
す
て
に
雨
露

に
漏
な
ん
と
し
給
ひ
、
か
な
し
ひ
の
涙
は
衣
の
袖
を
ぬ
ら
し
せ
ん
す
へ

な
□
国
聴
に
達
し
奉
り
け
れ
は
、
上
よ
り
も
御
寄
附
成
し
給
ひ
及
御
家

中
を
始
と
し
て
、
御
領
分
中
寺
社
町
を
一
等
御
支
配
篇
よ
り
御
声
懸

り
、
勧
化
の
御
免
を
蒙
り
縁
由
を
十
方
に
告
、
貴
賤
道
俗
喜
捨
浄
財
を

頼
み
、
本
堂
諸
伽
藍
再
建
の
志
願
を
果
ん
と
す
。
吾
聞
破
笠
を
仏
頂
の

上
に
安
し
、
因
縁
会
遇
し
て
、
つ
い
に
勝
果
を
得
た
り
と
。
况
や
仏
世

尊
の
た
め
に
、
再
読
誦
の
福
行
を
其
中
に
修
す
る
に
お
ゐ
て
を
や
。
只

願
く
は
各
丹
誠
抽
て
て
再
建
成
就
せ
は
、
な
ん
の
勝
因
玆
に
し
か
ん

や
。
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享
和
三
癸　

　

亥

年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　

熱
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
光
山
誓
願
寺

六
、
尾
陽
四
體
之
霊
像
読
経
祖
師
略
縁
起
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読
経
祖
師
略
縁
起

　
　
　
　

大
曽
根

　
　
　
　
　
　
　

本
覚
寺

　

尾
陽
四
體
之
霊
像
読
経
祖
師
略
縁
起

抑
當
寺
奉
安
置
祖
師
大
菩
薩
影
像
は
、
泉
阿
闍
梨
中
老
日
法
聖
人
直
作

祖
師
直
御
点
眼
に
し
て
、
文
永
二
乙　

　

丑

年
御
宝
算
四
十
四
之
尊
影
也
。

往
昔
野
州
塩
屋
郡
藤
原
の
里
に
、
庄
屋
星
の
治
郎
助
と
云
も
の
あ
り
。

祖
師
此
家
に
御
入
有
て
、
段
㎏
御
教
化
在
し
給
ふ
に
、
依
て
治
郎
助
も

速
に
改
宗
し
、
則
祖
師
の
御
檀
那
と
な
る
。
然
る
に
治
郎
助
老
衰
の
事

也
。
祖
師
も
御
弘
通
最
中
の
御
事
な
れ
ば
、
御
別
申
上
な
ば
い
か
が
せ

ん
と
力
な
き
様
申
上
け
れ
ば
、
祖
師
も
労
敷
思
召
、
直
に
四
本
の
幡
を

御
認
遊
し
日
法
、
他
の
影
像
に
日
蓮
魂
入
な
し
や
と
て
授
給
ふ
。
治
郎

助
あ
り
か
た
く
頂
戴
常
に
ひ
そ
し
す
。
其
後
、
大
洪
水
有
て
、
惜
哉
御

は
た
尊
像
と
も
流
し
失
ふ
。
同
三
年
寅
の
春
、
日
法
上
人
宇
津
の
宮
へ

行
た
ま
ふ
に
、
片
山
の
洞
に
幽
に
法
花
経
読
誦
の
音
声
あ
り
。
怪
敷
お

も
ひ
立
よ
り
見
給
ふ
に
、
自
作
の
尊
像
治
郎
助
へ
授
給
ふ
木
地
の
像
な

り
。
時
な
り
、
妙
成
哉
。
自
然
と
此
尊
像
を
得
た
る
事
の
不
思
議
也
と

直
様
守
護
し
帰
り
、
松
葉
が
谷
の
御
庵
室
に
置
給
ふ
。
然
る
に
文
永

八
辛　

　

未

九
月
十
二
日
御
難
の
時
、
ま
た
紛
失
せ
り
。
誠
に
明
玉
光
得
時

と
、
頭
は
承
応
元
辰
年
、
萱
津
妙
勝
寺
歴
代
日
恵
聖
人
、
當
国
馬
嶋
村

通
行
し
給
ふ
に
、
大
智
坊
露
元
の
宅
に
法
花
経
読
誦
の
音
声
あ
り
。
依

て
日
恵
上
人
大
智
坊
宅
に
入
、
主
し
露
元
に
此
よ
し
を
語
る
に
、
主
し

も
ふ
し
ん
に
思
ひ
家
内
を
尋
る
に
、
天
井
の
鬼
門
に
古
き
木
像
玉
眼
を

照
座
し
給
ふ
。
是
を
見
奉
る
に
、
法
華
宗
の
祖
師
大
士
の
像
な
り
。
露

元
寄
異
の
思
ひ
を
な
し
、
俗
家
に
置
奉
る
事
恐
れ
あ
り
と
て
、
日
恵
聖

人
に
進
上
す
。
其
後
、
本
山
の
僧
正
是
を
拝
し
給
ひ
て
、
是
は
む
か

し
、
松
葉
が
谷
に
て
失
せ
給
ふ
日
法
上
人
直
作
の
尊
像
也
と
究
め
た
ま

ふ
誠
也
。
獨
在
㍼空
閑
處
㊥
寂
寞
無
㍼人
声
㊥
読
誦
㍼此
経
典
㍽之
金
言
符

合
せ
り
。
此
霊
像
を
礼
拝
の
輩
は
祖
師
大
菩
薩
の
御
在
世
の
思
ひ
を
な

し
奉
る
べ
し
。
尓
あ
ら
す
ん
ば
、
現
益
も
有
ま
し
き
も
の
也
。
蓋
其
一

二
を
挙
て
信
を
生
せ
し
め
ん
。
承
応
辰
の
と
し
、
夏
秋
に
至
る
ま
て
大

旱
魃
に
て
諸
民
こ
れ
を
患
ん
も
の
な
し
。
諸
寺
諸
社
へ
雨
を
祈
る
と
い

へ
と
も
、
そ
の
験
し
少
し
も
な
し
。
此
時
大
智
坊
発
起
し
、
田
□
と
共

に
日
恵
聖
人
の
も
と
に
行
、
雨
の
祈
り
を
願
ふ
。
仍
之
枇
杷
嶋
の
下
河

辺
と
云
所
に
清
檀
を
荘
厳
、
宗
祖
大
士
を
本
尊
と
し
て
題
目
の
は
た
に



─ 　  ─

名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
十
一
）

13

288

八
大
龍
神
を
勧
請
し
、
薄
板
に
妙
咒
文
を
書
て
川
へ
投
、
陀
羅
尼
品
を

祈
誦
す
る
に
、
東
方
一
天
忽
ち
か
き
曇
り
、
雨
両
度
車
軸
を
流
が
如

し
。
尓
時
露
元
は
じ
め
田
□
の
面
㎏
、
遠
近
の
人
㎏
悦
ひ
限
な
く
祖
師

の
御
利
益
恐
入
恭
敬
礼
拝
喝
仰
し
、
地
に
ひ
れ
ふ
し
て
信
を
催
す
。
此

外
祈
願
立
願
病
悩
平
愈
其
数
を
し
ら
す
。
例
せ
ば
昔
時
、
鎌
倉
極
楽
寺

良
観
坊
雨
を
祈
る
事
一
七
日
、
乃
至
廿
一
日
祈
る
に
其
験
し
露
計
も
な

く
、
此
時
宗
祖
大
士
霊
山
が
崎
に
立
出
給
ひ
、
妙
経
咒
文
題
目
を
唱
へ

等
、
雨
法
雨
を
祈
り
給
ふ
に
、
忽
ち
澍
大
雨
を
上
下
万
民
日
蓮
唯
人
に

あ
ら
す
敬
信
せ
ざ
る
は
な
し
。
誠
に
末
法
利
益
の
大
導
師
妙
咒
威
神
の

力
也
。
嗚
呼
大
哉
、
大
聖
無
窮
之
作
㎏
非
㍾所
㍼凡
測
㍽都
て
日
法
聖
人

の
作
、
祖
師
直
御
開
眼
之
像
是
多
し
と
い
へ
と
も
、
就
㍾中
こ
の
尊
像

は
宗
祖
大
士
御
魂
を
依
託
し
て
点
眼
有
し
と
ぞ
。
能
衆
生
の
闇
を
滅
し

た
ま
ふ
事
、
日
月
の
光
明
の
如
し
。
然
時
に
日
恵
上
人
、
寛
文
午
の
と

し
當
所
坂
上
に
唱
妙
山
本
法
寺
を
建
立
し
、
此
尊
像
を
安
置
す
。
然
る

に
故
有
て
、
日
恵
上
人
関
東
へ
趣
て
、
其
跡
へ
日
相
と
い
へ
る
僧
来
り

て
、
祖
師
の
宝
前
に
誦
経
す
。
暫
し
睡
る
山
地
に
有
し
が
、
御
厨
子
の

内
に
御
経
読
誦
の
御
声
あ
り
。
ま
た
夢
現
の
如
く
、
日
相
に
告
給
ふ
様

は
汝
し
急
き
坂
を
下
り
て
我
を
安
置
す
べ
し
と
聞
ゆ
と
。
ひ
と
し
く
ゆ

め
こ
こ
ち
覚
て
坂
を
下
り
て
見
る
に
、
幸
ひ
此
地
安
静
な
り
。
急
き
引

移
り
照
瑞
山
本
覚
寺
と
改
給
て
、
祖
師
の
尊
像
を
奉
安
置
誠
也
。
霊
像

の
読
経
は
生
身
の
大
菩
薩
に
し
て
、
現
益
の
肆
き
事
可
㍾比
㍾他
郡
。
若

人
介
□
に
も
生
疑
、
則
法
を
疑
ふ
罪
に
も
同
ず
る
事
可
㍾慎
可
㍾恐
信
ず

へ
き
な
り
。
此
尊
像
を
彫
刻
よ
り
當
辰
年
ま
て
、
凡
五
百
四
十
四
年

也
。
誠
に
経
王
首
題
弘
通
の
金
言
は
、
後
五
百
歳
中
広
宣
流
布
松
の
千

と
せ
の
幾
世
経
て
、
御
代
万
代
の
護
国
経
常
に
妙
な
る
御
経
の
御
声
を

直
に
信
唱
し
、
読
経
の
祖
師
と
奉
㍾仰
者
也
。
と
略
し
て
古
き
縁
起
を

記
し
弘
而
巳
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
曽
根
本
覚
寺
現
住

　
　

文
化
五
戊　

　

辰

五
月
吉
祥
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
潤
謹
誌
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七
、
名
古
屋
大
須
北
野
山
真
福
寺
五
重
造
塔
勧
化
牒

　

名
古
屋
大
須

　

五
重
造
塔
勧
化
牒

　
　

北
野
山　

真
福
寺

抑
當
山
は
、
人
皇
八
十
二
代　

後
鳥
羽
院
の
御
宇
、
建
久
年
中
の
草
創

に
て
、
人
皇
九
十
四
代
文
保
年
中
、
能
信
上
人
開
山
た
り
。
其
後
南
朝

正
平
五
年
、　

後
醍
醐
天
皇
の
勅
願
所
に
命
ぜ
ら
れ
、
相
続
て　

後
村

上
天
皇
勅
命
有
て
、
津
国
四
天
王
寺
の
安
置
仏
、
伊
勢
大
神
宮
の
御
告

に
依
て
、
弘
法
大
師
の
御
直
作
あ
り
し
正
観
音
を
、
當
寺
に
移
し
給

ひ
、
伏
見
院
第
二
の
皇
子
を
當
山
第
三
世
の
御
住
職
と
せ
さ
せ
給
ひ

て
、
即
二
品
任
偸
親
王
と
仰
ぎ
奉
り
、
美
濃
国
中
嶋
郡
桑
原
輪
中
、
長

岡
庄
内
大
須
郷
に
て
、
七
堂
伽
藍
の
大
刹
な
り
し
。
彼
地
は
木
曽
の
長

流
と
長
良
川
と
両
大
河
の
中
に
挟
ま
れ
て
、
折
㎏
に
大
水
の
難
繁
く
、

堂
塔
破
壊
に
及
ぶ
と
い
へ
と
も
、
再
修
相
続
及
ぶ
べ
き
地
に
あ
ら
ね
ば

と
て
、
昔
日
慶
長
十
七
年
、
君
命
に
よ
り
今
の
尾
張
名
古
屋
の
城
南
に

う
つ
し
て
よ
り
以
来
、
凡
二
百
餘
年
の
星
霜
を
経
て
参
拝
の
群
集
日
に

ま
し
、
繁
栄
の
霊
場
と
は
な
り
ぬ
。
往
昔
美
濃
の
大
須
に
あ
り
し
時
の

五
重
大
塔
中
の
御
仏
、
弘
法
大
師
の
御
作
愛
染
明
王
の
尊
像
、
今
の
護

摩
所
に
安
置
し
奉
り
た
る
を
幸
に
、
時
な
る
哉
、
今
度
大
塔
再
建
せ
ん
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こ
と
は
、
去
秋
比
よ
り
奇
特
懇
志
の
や
か
ら
、
頻
に
競
ひ
催
さ
る
と
い

へ
ど
も
、
五
重
の
大
塔
と
申
て
は
大
騒
な
る
事
に
て
、
中
㎏
自
力
に
及

ぶ
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
十
方
有
信
の
檀
越
を
勧
進
し
て
、
一
銭
半
銭
の

助
成
を
た
の
み
、
大
塔
再
建
速
成
を
希
ふ
な
り
。
夫
以
れ
ば
、
塔
と
い

ふ
事
は
天
竺
国
の
言
葉
に
し
て
唐
土
に
て
は
功
徳
聚
と
称
ふ
。
其
意

は
、
造
塔
の
者
は
勿
論
、
塔
を
拝
す
る
輩
、
又
塔
に
あ
た
り
た
る
風
に

ふ
れ
、
塔
に
か
ゝ
り
た
る
雨
に
潤
さ
れ
て
、
人
民
及
び
禽
獣
蟲
魚
に
い

た
る
ま
て
、
浄
土
善
所
に
生
を
得
る
と
い
ふ
。
広
大
無
辺
の
大
功
徳
の

集
か
さ
な
る
形
を
以
て
、
功
徳
聚
と
は
申
な
り
。
因
玆
天
竺
国
阿
育
大

王
を
始
と
し
て
、
和
漢
の
聖
主
世
㎏
の
国
王
等
の
造
塔
供
養
あ
り
し

事
、
あ
げ
て
か
ぞ
ふ
べ
か
ら
ず
。
如
此
世
に
有
が
た
き
た
し
か
な
る
由

縁
の
あ
る
な
れ
ば
、
若
厚
志
の
輩
、
先
祖
供
養
の
た
め
亡
者
の
為
な
ど

に
放
財
し
給
は

。
其
志
の
戒
名
を
記
し
、
塔
中
に
納
め
置
、
永
代
回

向
あ
る
べ
き
也
。
し
か
る
時
は
、
各
㎏
施
財
の
功
力
に
よ
つ
て
、
現
世

に
て
は
愛
敬
を
得
て
家
業
繁
栄
し
、
未
来
は
業
障
滅
除
し
て
、
速
に
善

所
に
往
生
せ
ん
事
、
何
の
疑
か
あ
ら
ん
や
。

　
　

文
化
十
二
乙　

　

亥

年
正
月
穀
日

八
、
五
重
大
塔
地
形
納
経
石
経
勧
化
牒
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五
重
大
塔
地
形
納
経

　

石
経
勧
化
牒

　
　

大
須
北
野
山
真
福
寺

今
度
、
當
寺
山
内
に
お
い
て
、
往
昔
七
堂
伽
藍
の
由
縁
を
以
て
五
重
大

塔
再
建
催
立
有
し
よ
り
以
来
、
寄
進
の
面
㎏
日
㎏
相
進
の
趣
に
て
は
、

不
日
に
再
建
成
就
な
る
べ
く
、
全
く
法
流
繁
栄
の
し
る
し
、
何
事
か
万

喜
是
に
し
か
ん
や
。
爰
に
又
大
塔
造
立
の
地
形
中
に
諸
人
に
す
ゝ
め
て

石
経
を
納
ん
こ
と
を
存
立
の
族
有
㍾之
。
い
と
殊
勝
の
至
也
。
夫
法
華

経
書
写
の
大
功
徳
は
、
寿
量
無
極
辺
際
不
可
思
議
な
り
と
か
や
。
唐
土

隋
の
文
帝
て
づ
か
ら
黄
金
の
妙
文
を
書
写
し
給
ふ
に
、
紫
摩
の
光
明
麗

に
玉
殿
を
照
せ
し
と
な
ん
。
か
ゝ
る
事
を
結
縁
の
始
と
し
て
写
経
石
を

納
給
は
ん
事
を
。
又
厚
信
の
族
に
広
く
勧
る
事
と
は
な
り
ぬ
。
志
あ
ら

ん
輩
え
は
経
文
を
書
わ
け
手
本
文
字
を
渡
し
可
申
也
。
一
二
字
よ
り
五

字
十
字
、
乃
至
百
弍
百
字
と
限
ら
ず
、
石
を
き
よ
ら
に
し
て
、
一
石
に

一
字
充
相
認
、
同
文
字
十
石
に
十
字
認
る
を
先
限
と
さ
だ
め
、
一
石
一

銭
當
の
供
養
料
を
相
添
ら
れ
、
山
内
寄
進
会
所
帳
場
え
向
上
納
あ
ら

ば
、
必
定
地
形
中
に
可
㍾相
納
事
也
。
然
時
は
猶
又
地
形
早
業
な
る
べ

く
、
是
如
何
な
る
宿
縁
に
て
、
多
幸
無
二
の
善
根
を
植
ら
る
ゝ
の
時
節

ぞ
や
。
只
各
不
思
議
の
思
ひ
を
廻
ら
さ
れ
、
先
亡
菩
提
の
た
め
現
世
の

大
祈
祷
に
も
相
當
。
又
石
は
万
世
不
朽
の
物
な
れ
ば
、
信
心
徹
當
し
て

石
経
書
写
し
納
給
は
ん
に
於
は
、
未
来
永
㎏
踏
迷
ふ
闇
路
は
な
れ
て
、

明
ら
か
な
善
所
に
し
か
と
至
る
べ
く
、
手
引
石
と
も
云
つ
べ
し
。
あ
な

た
ふ
と
の
石
経
功
徳
や
。
た
ふ
と
む
べ
し
信
ず
べ
し
。

　
　

文
化
十
二
年
亥
三
月
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九
、
放
生
慈
訓

　
　
　

放
生
慈
訓

○
寺
院
の
境
内
に
放
生
池
を
構
置
こ
と
は
、
諸
人
に
放
生
誘
導
の
方
便

に
も
な
る
へ
け
れ
ば
、
尤
構
置
べ
き
こ
と
な
り
。
施
主
導
師
と
も

に
、
第
一
考
の
有
度
事
は
泉
池
の
模
様
に
よ
り
鱗
甲
類
の
育
が
た
き

風
土
あ
り
。
又
池
の
大
小
に
も
よ
る
事
な
れ
ば
、
此
所
に
深
心
を
用

ゆ
へ
き
こ
と
也
。
海
川
へ
放
て
は
、
又
㎏
獲
物
と
な
り
命
を
う
し
な

は
ん
こ
と
を
思
、
池
の
広
狭
も
水
の
善
悪
も
考
す
池
中
に
て
餓
死

し
、
又
は
鳥
獣
の
餌
物
と
な
る
こ
と
も
あ
り
。
鳥
類
の
放
生
に
は
、

近
所
に
鷹
類
又
は
猟
師
な
ど
居
や
否
や
も
し
ら
ず
放
事
也
。
如
来
の

金
口
演
説
の
法
も
尽
滅
の
期
あ
り
と
説
給
ゑ
は
、
生
あ
る
も
の
死
の

期
無
こ
と
あ
ら
ん
や
。
然
は
一
度
、
放
生
助
命
の
も
の
も
人
鳥
獣
の

食
料
と
な
る
も
あ
り
。
亦
再
度
放
生
に
会
も
、
世
の
中
の
あ
り
さ
ま

虫
を
食
す
る
う
な
ぎ
あ
れ
ば
、
う
な
ぎ
を
食
鵜
も
あ
り
。
亦
鷹
も
あ

り
。
獣
も
道
理
は
同
、
人
も
漁
師
な
ら
ざ
れ
ば
世
渡
の
な
ら
ぬ
里
も

あ
り
。
放
鳥
あ
る
ゆ
ゑ
に
、
取
て
売
ふ
人
も
あ
り
。
此
所
を
よ
く

〳
〵
思
惟
て
大
海
、
大
川
へ
放
こ
と
実
情
の
放
生
会
な
る
べ
し
。
放

生
の
後
又
㎏
人
に
得
ら
れ
ん
事
を
思
て
、
狭
き
池
な
ど
へ
必
は
な
つ

ま
じ
き
事
な
り
。

○
鳥
の
放
生
は
鳥
屋
の
店
に
て
、
直
に
放
魚
は
魚
店
よ
り
、
直
に
海
川

へ
急
て
放
跡
に
て
何
鳥
何
羽
、
又
魚
は
何
魚
何
尾
と
標
を
立
て
、
三

界
万
霊
の
回
向
の
ご
と
く
師
を
頼
べ
し
。
譬
は
江
戸
の
病
人
を
京
に

て
祈
加
持
す
る
も
同
こ
と
な
る
べ
し
。
三
帰
仏
名
は
き
か
せ
度
や
ふ

な
れ
と
も
、
長
き
回
向
の
間
魚
鳥
と
も
に
並
置
、
聞
馴
ざ
る
鳴
物
大

声
の
読
経
、
或
は
洒
水
木
に
驚
胸
を
打
痛
、
甚
し
き
は
死
も
有
べ
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し
。
細
密
に
心
を
用
度
こ
と
な
り
。

○
山
門
に
何
月
何
日
放
生
会
と
高
札
を
立
る
こ
と
も
間
㎏
見
受
る
事

也
。
放
生
を
諸
人
に
勧
因
と
は
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
前
に
も
い
ふ

通
、
放
生
会
と
い
ふ
こ
と
あ
る
ゆ
ゑ
に
と
り
て
、
売
人
も
あ
れ
ば
此

所
に
心
を
用
な
ば
高
札
に
て
諸
人
を
誘
導
こ
と
も
い
か
が
な
ら
ん
。

放
生
の
志
有
程
の
人
は
、
何
に
付
て
も
細
に
心
を
用
べ
き
こ
と
也
。

二
季
の
彼
岸
盆
中
な
ど
は
、
繁
昌
の
所
柄
に
て
は
は
な
し
鳥
を
売
に

も
来
事
有
ば
放
生
会
あ
る
ゆ
ゑ
に
、
魚
鳥
の
く
る
し
み
の
た
ね
と
は

な
れ
共
、
世
の
中
の
有
様
は
是
非
も
な
き
こ
と
ゝ
心
得
、
た
だ
一
旦

の
危
急
を
救
事
を
心
に
か
け
て
放
生
を
な
す
べ
し
。
人
の
心
と
違
て

何
月
某
の
日
大
赦
放
生
有
と
も
し
ら
す
。
桶
篭
の
中
に
、
今
も
し
れ

ぬ
一
命
と
く
る
し
み
思
は
魚
鳥
の
情
な
れ
ば
、
何
に
も
手
早
く
大
海

大
川
山
野
叢
林
へ
放
て
後
、
回
向
式
は
略
す
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　

追
加

　

貧
な
る
も
の
は
放
生
の
志
も
立
が
た
き
や
う
に
も
思
べ
し
。
買
求
て

の
放
生
の
力
及
か
た
き
は
、
大
道
を
行
に
も
小
き
虫
は
ふ
み
は
せ
ぬ

か
。
又
小
虫
も
見
当
な
ば
、
人
の
ふ
む
気
遣
無
所
へ
や
り
て
救
べ

し
。
其
外
日
㎏
の
心
掛
に
は
、
人
に
大
義
は
か
け
ぬ
様
に
な
し
う
れ

し
や
、
け
ふ
も
人
に
は
ら
は
た
ゝ
せ
な
ん
だ
な
ど
悦
楽
、
魚
鳥
青
物

一
切
の
食
物
も
毎
㎏
回
向
の
観
念
し
時
㎏
に
心
を
つ
く
し
な
ば
、
実

情
仏
天
に
通
、
放
生
に
財
宝
を
用
身
と
も
な
る
べ
し
。
此
心
得
は
放

生
を
心
に
か
け
る
程
の
も
の
は
常
に
勤
事
な
れ
ど
も
、
財
に
乏
も

の
ゝ
千
萬
人
の
中
に
は
歎
も
の
も
あ
ら
ん
か
と
。
紙
の
余
に
誌
置
者

也
。

　

文
化
丙
子
年　

尾
張　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
板
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十
、
弘
法
大
師
第
十
五
番
札
所
東
界
寺
茶
所
造
立
勧
化
牒

弘
法
大
師
第
十
五
番
札
所
東
界
寺

　

茶
所
造
立
勧
化
牒

　
　
　
　
　

願
主

　
　
　
　
　
　
　

大
師
講
中

弘
法
大
師
の
霊
験
あ
ら
た
な
る
こ
と
は
、
普
く
世
に
し
る
所
也
。
さ
り

な
が
ら
四
国
の
霊
場
に
あ
ゆ
み
を
は
こ
ぶ
こ
と
の
難
き
を
歎
て
、
い
た

づ
ら
に
経
る
こ
と
多
年
な
り
。
時
哉
我
が
輩
幸
に
、
こ
の
府
下
に
廿
一

ケ
の
巡
拝
所
を
ま
う
け
て
よ
り
有
信
の
や
う
日
や
ま
し
。
参
詣
の
人
㎏

さ
か
ん
也
。
此
廿
一
ケ
所
を
三
年
三
月
巡
拝
す
。
こ
れ
は
凡
四
国
八
十

八
ケ
所
巡
拝
の
行
程
に
あ
た
れ
り
。
し
か
し
、
彼
国
ゝ
の
難
路
に
く
ら

ぶ
れ
は
、
万
が
一
に
も
及
び
が
た
け
れ
と
も
、
聊
辺
路
の
志
を
遂
る
も

の
也
。
し
か
る
に
第
十
五
番
の
札
所
出
来
町
東
界
密
寺
は
、
市
町
相
へ

た
ゝ
り
て
参
詣
の
た
よ
り
よ
ろ
し
か
ら
ね
は
、
彼
寺
に
一
宇
の
茶
所
を

建
立
し
、
参
詣
の
人
の
労
を
や
す
め
、
寒
暑
の
苦
を
救
は
ん
と
す
。
ふ

し
て
願
は
く
は
、
十
方
有
信
の
善
男
女
お
の
〳
〵
志
を
同
う
し
、
物
の

多
少
に
よ
ら
ず
一
紙
半
銭
の
宝
財
を
擲
ち
、
は
や
く
造
立
成
就
せ
し
め

よ
。
永
く
退
転
な
く
参
詣
の
人
の
渇
を
う
る
ほ
さ
は
、
何
の
功
徳
か
是

に
ま
さ
ら
ん
や
。
仍
屡
勧
進
の
旨
趣
を
の
へ
て
広
く
衆
生
に
示
す
こ
と

し
か
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋　

初
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
師
講
中
述

　

文
政
三
辰
年
三
月
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十
一
、
宗
祖
五
百
五
十
遠
忌
報
恩
講

　

宗
祖
五
百
五
十
遠
忌
報
恩
講

夫
惟
、
祖
師
日
蓮
大
士
の
御
影
を
雕
刻
し
て
堂
舎
に
安
置
し
崇
敬
し
奉

る
事
、
吾
が
宗
の
常
と
す
る
所
な
れ
と
も
、
就
中
當
寺
の
霊
像
は
佐
渡

在
世
五
拾
二
歳
生
前
の
直
作
也
。
中
古
尾
張
国
中
島
郡
下
津
村
に
妙
長

と
い
ふ
尼
あ
り
。
或
時
一
僧
、
日
暮
に
来
た
り
て
宿
を
求
る
に
、
留
る

人
な
し
。
妙
長
ふ
か
く
い
た
は
り
て
快
く
宿
を
貸
、
此
僧
悦
び
て
妙
長

が
庵
に
泊
る
。
仮
初
に
外
面
へ
出
て
ふ
た
ゝ
び
帰
ら
す
。
怪
し
み
て
尋

れ
と
も
往
方
を
不
知
。
跡
に
行
脚
の
笈
を
貽
す
。
其
中
に
此
霊
像
を

蔵
。
是
即
蓮
祖
の
御
影
な
れ
は
、
最
前
の
旅
僧
は
祖
師
の
化
現
な
る
べ

し
と
。
妙
長
随
喜
感
嘆
し
て
持
仏
堂
に
移
し
奉
り
、
頓
て
一
宇
を
建
立

し
て
妙
長
寺
と
名
付
く
。
此
時
人
皆
御
堂
と
称
す
。
た
ま
〳
〵
火
災
に

遭
時
は
、
御
影
み
づ
か
ら
飛
給
ひ
て
樹
下
に
安
穏
な
り
。
盗
賊
奪
ふ
て

往
け
ば
、
竟
夜
堂
を
遶
り
て
去
事
を
不
得
。
其
外
霊
験
記
す
に
遑
あ
ら

ず
。
諸
人
の
祈
願
を
感
応
ま
し
ま
す
事
、
響
の
声
に
応
ず
る
が
こ
と

し
。
其
後
、
清
須
に
遷
り
、
名
古
屋
に
転
じ
妙
長
を
山
号
と
な
し
て
照

遠
寺
と
称
す
。
さ
れ
は
世
上
に
神
仏
の
徳
を
も
て
は
や
す
事
一
旦
に
し

て
、
其
賑
ひ
程
な
く
止
ぬ
。
唯
此
尊
像
の
み
春
過
夏
闌
秋
暮
冬
来
れ
と

も
、
験
応
あ
ら
た
に
し
て
古
今
間
断
な
し
。
是
併
願
望
成
就
利
益
無
窮

の
證
な
り
。
御
書
に
曰
。
云
事
後
に
合
へ
は
こ
そ
人
も
信
ず
れ
。
斯
只

書
置
な
ば
こ
そ
未
来
の
人
も
智
あ
り
と
は
知
る
べ
け
れ
。
乃
至
吾
身
軽

け
れ
ど
も
、
法
は
重
け
れ
ば
、
か
な
ら
ず
弘
ま
る
べ
し
。
法
花
経
弘
ま

る
な
ら
は
屍
却
て
重
か
る
べ
し
。
屍
重
く
な
る
な
ら
は
、
此
か
ば
ね
に

は
利
生
あ
る
べ
し
。
利
生
あ
る
な
ら
は
今
の
八
幡
大
菩
薩
と
い
は
る
ゝ

や
う
に
祝
ふ
べ
し
と
云
㎏
。
倩
思
ふ
に
、
當
寺
の
尊
像
は
此
御
書
の
お

も
む
き
に
符
合
せ
り
。
宗
門
の
面
㎏
は
い
ふ
に
不
及
、
他
宗
講
法
の
輩
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ま
て
渇
仰
の
首
を
傾
け
て
帰
依
の
誠
を
竭
す
。
然
に
御
兼
作
、
文
永
十

年
癸
酉
の
年
よ
り
相
伝
り
星
霜
や
う
や
く
相
積
り
、
来
ル
巳
の
年
に
至

り
て
既
に
五
百
五
拾
年
に
お
よ
べ
り
。
竊
に
案
ず
る
に
、
我
が
身
を
は

じ
め
老
人
の
男
女
は
、
元
祖
御
入
滅
の
五
百
五
拾
遠
忌
に
値
遇
せ
ん
事

は
か
り
が
た
し
。
予
幸
に
現
住
た
り
。
ね
ん
ず
ら
く
報
恩
の
た
め
大
衆

を
集
め
妙
法
花
経
を
読
誦
し
法
味
に
さ
ゝ
げ
ん
事
を
希
ふ
。
雖
尓
元
来

貧
匱
に
し
て
自
力
に
叶
が
た
し
。
因
玆
今
度
自
他
篤
信
の
檀
越
を
す
ゝ

め
、
信
心
施
入
の
助
力
を
も
つ
て
、
来
ル
巳
年
三
月
八
日
よ
り
十
七
日

ま
て
十
日
之
間
、
法
花
経
千
部
音
楽
児
大
法
会
勤
修
せ
ん
事
を

者
な

り
。
伏
願
は
長
幼
男
女
の
隔
な
く
、
貴
賤
賢
愚
の
差
別
な
く
、
異
躰
同

心
に
志
を
は
げ
み
、
不
背
の
大
願
満
せ
し
め
給
へ
と
云
爾
。
南
無
妙
法

蓮
華
経

　

文
政
三
庚　

　

辰

五
月
吉
辰

　
　

妙
長
山
照
遠
寺　
　
　
　

現
住
日
諦
敬
誌

一
御
法
事
一
日
惣
御
施
主　
　

金
拾
五
両
也

一
御
経
百
部

大
衆
供
養
之
御
施
主　
　
　
　

金
拾
両
也

　
　

右
者
御
志
之
精
霊
別
法
事

御
願
望
之
趣
意
別
祈
祷
相
勤
説
法
之
砌
諷
誦
文
奉
上
候
事

一
御
経
五
拾
部
之
御
施
主　
　

銀
弐
百
五
拾
匁
也

　
　

右
者
御
志
之
精
霊
附
法
事

御
願
望
之
趣
意
別
祈
祷
相
勤
諷
誦
文
奉
上
候
事

一
御
経
壱
部
之
御
施
主　
　
　

銀
五
匁
也

一
御
法
事
一
日

衆
僧
供
養
料
之
御
施
主　
　
　

 

銀
百
匁
也

右
宗
祖
大
士
御
法
事
之
儀
、
百
人
之
大
衆
を
集
修
行
仕
候
事
故
、
御
国

中
之
僧
衆
計
に
て
は
大
衆
難
相
揃
。
依
之
京
都
并
近
国
よ
り
相
頼
候
ニ

付
、
御
布
施
諸
雑
用
等
多
分
之
儀
御
座
候
得
は
、
拙
僧
自
力
は
不
及

申
、
自
檀
施
入
に
て
中
㎏
行
届
不
申
候
間
、
何
卒
格
別
之
御
信
心
を
以

千
部
御
経
料
御
施
入
被
下
候
様
奉
頼
候
。
付
而
者
講
中
衆
旦
方
参
上
相

願
可
申
候
間
、
厚
御
相
談
被
下
格
別
之
御
施
入
奉
頼
候
。
誠
に
宗
祖
御

遠
忌
相
勤
候
事
、
一
代
稀
成
儀
、
殊
に
は
妙
法
広
布
、
宗
祖
大
菩
薩
御

利
益
倍
増
御
報
恩
之
為
何
卒
千
部
大
法
会
古
例
之
如
く
成
就
い
た
し
度

懲
丹
誠
、
伏
て
希
所
也
。
猶
不
行
届
儀
等
は
異
躰
同
心
に
御
心
添
ら

れ
、
御
信
心
之
御
方
㎏
御
勧
め
被
下
、
賑
㎏
鋪
相
勤
候
様
御
取
持
是
亦

奉
頼
候
。
付
て
者
御
経
部
数
多
少
に
よ
ら
す
御
施
入
之
御
方
㎏
、
御
志

之
法
名
は
不
及
申
并
願
望
等
御
座
候
、
御
方
は
其
趣
意
御
姓
名
と
も
委

敷
御
記
、
来
巳
の
正
月
中
に
御
差
出
し
可
被
下
候
。
然
上
は
今
般
、
新

に
祖
師
御
宝
前
に
宝
塔
を
造
立
い
た
し
、
其
内
へ
法
花
経
壱
部
を
相



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
60
巻
第
４
号

22

279

納
、
御
経
之
裏
に
右
戒
名
并
願
望
之
志
趣
を
相
認
、
御
宝
前
に
居
置
、

千
部
中
は
不
及
申
、
永
代
毎
月
十
二
日
十
三
日
、
終
日
御
経
読
誦
唱
題

無
懈
怠
御
回
向
御
祈
祷
相
勤
可
申
候
。
已
上
。

十
二
、
宝
篋
印
塔
化
簿

宝
篋
印
塔
化
簿

　
　
　
　
　

照
運
寺

　
　
　
　
　
　
　

知
事

高
サ
壱
丈
五
尺
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宝
篋
印
塔
を
建
立
す
る
化
帳
の
は
し
書

仏
の
玉
は
く
。
こ
の
宝
篋
印
塔
の
中
に
は
、
一
切
如
来
の
あ
ら
ゆ
る
功

徳
の
あ
つ
ま
れ
る
処
な
れ
ば
、
大
神
験
有
て
一
切
世
間
の
吉
慶
と
し
て

満
せ
す
と
い
ふ
事
な
し
。
よ
り
て
一
香
一
花
を
捧
て
供
養
し
奉
れ
は
、

八
十
億
劫
生
死
の
罪
を
ほ
ろ
ぼ
す
と
。
甚
深
広
大
の
利
益
を
説
き
玉
へ

は
、
昔
よ
り
人
㎏
の
見
聞
し
玉
へ
る
が
如
く
、
国
㎏
處
㎏
、
此
宝
塔
の

あ
ら
ざ
る
は
な
し
。
さ
れ
ば
、
古
山
氏
慧
周
禅
尼
、
ふ
か
く
信
じ
た
ま

ひ
、
予
が
寺
の
前
に
、
こ
の
宝
塔
を
建
立
せ
ば
や
と
発
願
せ
ら
る
。
も

つ
と
も
そ
の
い
は
れ
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
、
一
人
に
て
は
力
お
よ
び
が

た
け
れ
ば
、
あ
ま
ね
く
信
心
の
人
㎏
へ
つ
の
り
、
多
少
に
は
よ
ら
ず
。

御
志
し
を
ね
が
ひ
、
十
方
施
主
の
浄
財
を
つ
も
り
な
ば
、
つ
ひ
に
宝
塔

も
成
就
し
侍
り
な
ん
か
。
ね
が
は
く
は
宝
篋
印
陀
羅
尼
、
な
ら
び
に
有

縁
無
縁
の
戒
名
を
書
写
し
て
納
め
玉
へ
。
こ
の
功
徳
を
も
て
、
諸
人
と

共
㎏
に
現
世
に
て
は
あ
ら
ゆ
る
災
殃
を
ま
ぬ
か
れ
、
未
来
は
仏
の
み
も

と
に
生
れ
な
ん
事
は
、
経
中
に
説
た
ま
へ
る
が
如
く
。
疑
ひ
あ
る
べ
か

ら
じ
と
。
法
の
道
に
い
さ
み
た
ま
ふ
事
の
ゆ
ゝ
し
け
れ
ば
、
筆
を
と
り

て
共
に
力
を
た
す
け
侍
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
三
辰
と
し
夏
の
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
寺
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照
運
見
住
全
牛
し
る
す
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十
三
、
尾
州
東
輪
寺
大
仏
造
立
帳

一
御
□
サ 

五
丈
六
尺 

一
目
長
サ 

四
尺
六
寸

一 

丈
六
尺
五
寸 

一
は
な
ノ
わ
く 

四
尺
三
寸
五
分

一 

壱
丈 

一
同
穴
ノ
□
た
り 

壱
尺
八
寸

一 

壱
尺
三
寸 

一
御
口 

四
尺
九
寸

一 

五
尺
六
寸 

一
み
ゝ
長
サ 

九
尺
三
寸

□
高
サ
凡
九
丈
余

御
光
仏
八
尺
余
十
三
躰

一 

壱
尺
弐
寸 

一 

壱
丈

一 

八
寸 

一 

二
尺
三
寸

一 

六
尺 

一
高
サ 

一
丈
一
尺

一 

五
尺
三
寸 

一 

九
尺

一 

四
尺
五
寸 

一

當
山
大
仏
造
立
に
付
、
寄
進
追
㎏
有
之
候
付
、
當
月
よ
り
御
首
櫓
□
取

懸
り
申
度
候
處
、
今
般
勧
化
御
免
被
成
下
候
付
、
御
志
は
御
方
代
㎏
法

名
俗
名
忌
日
等
左
に
御
し
る
し
、
一
霊
に
十
二
錮
つ
ゝ
御
添
御
施
入
可

被
下
候
。
町
在
巡
行
の
砌
取
集
、
即
此
紙
を
以
尊
像
紙
□
仕
立
出
来
の

上
、
年
㎏
大
施
餓
鬼
執
行
可
致
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　

文
政
三
年
庚
辰
七
月　

護
国
山
東
輪
寺
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十
四
、
頼
母
子
講
仕
様
帳

頼
母
子
講
仕
様
帳

　
　
　
　
　

栄
龍
寺

一
人
数
弍
千
百
人
、
講
会
之
儀
は
壱
年
に
両
度
ツ
ヽ
、
三
ケ
年
半
都
合

七
会
に
致
満
講
候
事
。

一
掛
金
之
儀
は
、
会
毎
に
金
壱
分
ツ
ヽ
御
掛
ケ
可
被
下
候
。

一
会
日
鬮
當
り
之
御
方
様
え
は
、
金
子
渡
方
。

　
　
　

左
之
通

　

一
壱
人
目 

 

金
弍
拾
五
両

　

一
五
人
目
毎 

金
壱
両
ツ
ヽ

　

一
拾
人
目
毎 

金
弍
両
ツ
ヽ

　

一
五
拾
人
目
毎 

金
五
両
ツ
ヽ

　

一
百
人
目
毎 

金
拾
両
ツ
ヽ

　

一
平
鬮
毎 

 

金
弍
分
ツ
ヽ

　

一
三
百
人
目 

金
五
拾
両

　

右
之
通
相
渡
可
申
事
。

一
五
両　

拾
両　

弍
拾
五
両　

五
拾
両

　

右
鬮
當
り
之
御
方
、
掛
金
満
講
迄
預
り
可
申
事
。

一
金
弍
両
當
り
は
、
三
分
預
り
可
申
事
。

一
金
壱
両
當
り
は
、
壱
分
預
り
可
申
事
。

一
當
日
鬮
相
當
り
申
候
札
は
、
當
会
相
除
可
申
事
。

一
会
日
掛
金
不
参
之
御
方
様
は
、
鬮
除
可
申
事
。

一
満
講
迄
鬮
一
度
も
當
り
不
申
候
、
御
方
様
え
は
金
七
百
両
之
割
合
を

以
割
戻
シ
可
申
事
。

一
平
鬮
壱
度
當
り
候
御
方
え
は
、
金
弍
百
両
を
以
割
戻
し
可
申
候
事
。
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一
会
日
御
出
席
之
御
方
様
へ
は
、
御
茶
漬
差
上
可
申
候
事
。

　
　
　

文
政
五
年

　
　
　
　
　

午
正
月

十
五
、
熱
田
神
宮
寺
学
頭
木
津
山
医
王
院
勧
進
牒
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熱
田
神
宮
寺
学
頭

木
津
山
医
王
院
勧
進
牒

當
御
寺
は
国
家
安
全
懇
祈
の
霊
場
に
て
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
建
、
仁
明
天

皇
の
勅
修
、
弘
仁
二
年
よ
り
多
く
の
星
霜
を
経
、
聊
頽
廃
せ
し
を
、
元

禄
の
頃
、
五
代
将
軍
厳
命
を
下
し
、
御
再
営
玉
は
り
し
よ
り
以
来
、
国

家
の
祈
念
行
法
日
㎏
に
怠
な
か
り
し
故
に
や
。
本
尊
并
聖
天
の
威
力
浅

か
ら
ず
。
は
か
ら
ず
も
三
と
せ
以
前
、
か
た
じ
け
な
く
邦
君
の
御
祈
願

所
御
寺
に
な
し
下
さ
れ
、
法
燈
弥
光
輝
を
増
し
、
猶
も
殿
堂
造
営
の
た

め
浄
財
を
下
し
賜
り
、
剰
御
領
分
中
貴
と
な
く
賤
と
な
く
、
勧
化
の
国

命
を
出
さ
れ
た
れ
ば
、
此
に
附
て
浄
財
寄
附
の
人
㎏
は
其
名
を
簿
册
に

記
し
、
萬
代
不
朽
に
日
夜
加
念
せ
し
め
、
仏
天
の
本
誓
に
任
せ
、
子
孫

繁
栄
し
て
一
切
の
病
難
を
遁
れ
、
諸
の
災
を
除
て
萬
の
幸
福
、
如
意
満

足
な
ら
し
め
ん
と
し
か
云
。

　

文
政
八
年
乙
酉
四
月
吉
辰

　
　
　
　
　
　

熱
田
神
宮
寺
学
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
山
医
王
院

十
六
、
稲
生
村
安
性
寺
頼
母
子
講
小
割
書

當
寺
儀
無
檀
地
に
付
、
相
続
方
行
届
兼
迷
惑
仕
候
に
付
、
此
度
祈
祷
檀

家
同
行
方
え
相
頼
頼
母
子
講
取
結
ひ
、
右
助
勢
を
以
相
続
仕
度
、
各
御

入
講
奉
頼
候
、
已
上
、　　

稲
生
村

　

巳
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
性
寺

　
　
　

頼
母
子
講
小
割
書

毎
月
壱
会
ツ
ヽ
十
ケ
月
終

一
人
数
七
拾
弍
人　
　

但
口
数
合
七
百
弍
十
口

壱
口
懸
銀
月
三
匁
宛
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右
は
拾
口
を
壱
組
と
い
た
し
相
束
、
銀
三
拾
匁
宛
御
壱
人
え
御
引

受
被
下
、
御
世
話
頼
入
候

　
　

尤
会
合
之
節
、
壱
組
に
付
御
壱
人
宛
御
出
席
被
下
御
執
持
可
被
下

候

　
　

鬮
之
儀
は
御
名
前
又
は
御
印
等
認
入
置
申
候
、
尤
初
会
よ
り
終
会

迄
何
ケ
度
に
て
も
、
御
鬮
引
當
り
次
第
、
落
金
御
取
可
被
成
候
事

一
会
毎
に
七
百
弍
拾
本
之
内
、
七
十
弍
本
宛
左
之
通
落
金
に
御
座
候

　

○
一
壱
鬮 

壱
本 
落
金
弍
両
終
会
迄
之
懸
銀
預
り
残
金

渡
し
満
会
戻
り
金
な
し

　
　

一
五
ヽ 

壱
本 

落
金
壱
歩
満
会
戻
り
金
な
し

　
　

一
十
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
十
五
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
二
十
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
二
十
五
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
三
十
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
三
十
五
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
四
十
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
四
十
五
ヽ 

壱
本 

同
断

　

○
一
五
十
ヽ 

壱
本 

落
金
壱
両
終
会
迄
之
懸
銀
預
り
残
金

渡
し
満
会
戻
り
金
な
し

　
　

一
五
十
五
ヽ 

壱
本 

落
金
壱
歩
満
会
戻
り
金
な
し

　
　

一
六
十
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
六
十
五
ヽ 

壱
本 

同
断

　
　

一
七
十
ヽ 

壱
本 

同
断

　

○
一
七
十
壱
ヽ 

壱
本 

落
金
壱
両
終
会
迄
之
懸
銀
預
り
残
金

渡
し
満
会
戻
り
金
な
し

　

○
一
七
十
弐
ヽ 

壱
本 

落
金
拾
両
右
同
断

内
金
弐
歩
雑
用
御
助
勢
被
下
候

一
惣
間
た
鬮
五
拾
五
本　

落
銀
三
匁
宛
満
会
迄
四
度
已
上
落
鬮
有
之

候
御
方
は
割
戻
し
金
な
し

　
　

壱
会

　

〆
落
鬮
七
拾
弐
本

一
拾
会
分
落
鬮
〆
七
百
弐
拾
本

　
　

内
節
㎏
初
会
よ
り
終
会
迄
〆
百
七
拾
本

　
　

残
り
五
百
五
拾
本
、
間
た
鬮
割
戻
し
之
分
左
之
通
、

　
　
　

間
た
鬮
壱
度
落
、
弐
度
落
、
三
度
落
之
御
方
は
、
其
落
銀
を
差

次
、
無
取
之
御
方
同
様
に
割
戻
し
申
候
、
此
金
三
拾
両
也

　

猶
以
、
会
日
已
前
に
懸
銀
御
差
出
し
無
之
御
方
は
、
鬮
相
除
き
申
候
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十
七
、
大
随
求
明
王
由
来
記

随
求
明
王
と
申
奉
る
は
大
日
如
来
の
分
身
五
仏
同
躰
に
し
て
悲
智
具
足

し
、
観
世
音
、
地
蔵
、
文
殊
、
普
賢
菩
薩
等
を
始
め
、
五
部
諸
尊
の
徳

を
一
身
に
備
へ
給
へ
る
尊
躰
な
り
。
故
に
彼
の
経
に
説
き
給
ふ
が
ご
と

く
極
悪
重
罪
を

き
悪
人
を
降
伏
し
、
若
□
に
此
陀
羅
尼
を
聞
事
を
得

れ
は
、
一
切
の
罪
消
滅
、
一
切
の
病
苦
等
を
解
脱
し
、
来
世
に
は
心
に

し
た
が
つ
て
善
所
に
生
る
事
疑
な
し
。
或
は
此
陀
羅
尼
を
帯
し
、
又
は

首
に
か
け
て
諸
願
を
祈
れ
は
所
願
皆
満
足
せ
し
め
給
ふ
。
四
天
王
を

始
、
諸
天
、
善
神
、
陀
羅
尼
所
持
の
人
を
昼
夜
守
護
し
給
ふ
と
な
り
、

若
女
人
子
を
求
れ
は
、
子
を
得
せ
う
し
め
懐
胎
安
穏
に
、
其
子
ま
た
無

病
延
寿
な
り
。
此
咒
を
誦
持
し
所
持
す
る
人
は
、
火
て
焼
こ
と
を
得

す
、
水
も
没
せ
す
、
刀
毒
、
怨
敵
等
の
災
難
を
消
除
せ
し
め
給
ふ
事
疑

な
し
。
若
亡
霊
の
為
に
墓
所
に
納
む
れ
は
、
皆
浄
土
に
往
生
し
又
善
所

に
生
る
こ
と
、
伊
豆
の
五
郎
太
夫
が
袈
裟
の
縁
起
の
如
し
。
死
人
あ
ら

は
、
死
躰
に
添
へ
て
納
む
へ
し
。
但
し
、
火
葬
な
ら
は
沐
浴
の
時
取
置

て
、
後
に
骨
と
共
に
墓
に
お
さ
む
へ
し
。
此
守
火
に
焼
へ
か
ら
す
。

焼
は
越
法
の
罪

あ
り
と
説
給
へ
り
其
外
無
縁
の
為
に
大
海
に
流
す
も
大
な
る
功
徳
な
り
。
又

極
楽
往
生
を
願
ふ
人
、
此
尊
を
信
す
れ
は
、
決
定
し
て
臨
終
正
念
に
往

生
せ
し
め
給
ふ
事
疑
な
し
。
此
陀
羅
尼
の
功
徳
委
く
は
経
文
の
如
し
。

九
牛
の
一
毛
結
縁
の
為
に
誌
し
施
す
も
の
な
り
。

　
　
　

大
随
求
明
王
随
心
真
言

お
ん
。
ば
ら
〳
〵
。
さ
ん
ば
ら
〳
〵
。
い
ん
ぢ
り
や
。
び

じ
ゆ
だ
ね
い
。
ん
ん
。
ろ
ゝ
し
や
れ
い
。
そ
わ
か
。

　
此
陀
羅
尼
真
言
の
師
に
授
り
て
唱
へ
し
。
し
か
ら

さ
れ
は
越
法
の
罪
あ
る
へ
し
。

　
　

天
保
む
つ
の
と
し 

八
事
山
印
施　
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